
文　化　だ　よ　り（1）

　

玉
村
町
文
化
協
会
が
昭
和
五
十
年
に
発
足
し
、
今
年
度
で
五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

五
十
年
と
い
う
長
き
に
渡
り
地
域
の
皆
様
や
、
会
員
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
こ
こ
ま
で
こ
ら

れ
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
文
化
協
会
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
き
た
歴
代
の

役
員
、
事
務
に
携
わ
れ
た
方
々
に
も
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和
七
年
度
も
多
く
の

皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
、各
団
体
の
文
化
活
動
が
活
発
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。今
年
度
も
、「
盆

踊
り
★
Ｂ
Ｏ
Ｎ
ダ
ン
ス
」「
総
合
芸
術
展
」「
芸
能
発
表
会
」「
子
ど
も
芸
術
展
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
・
ご
来
場
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
町
内

の
交
流
の
場
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
町
外
か
ら
も
ご
来
場
い
た
だ
き
、
良
い
交
流
の
機
会
と

な
っ
て
い
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

盆
踊
り
★
Ｂ
Ｏ
Ｎ
ダ
ン
ス
は
私
も
参
加
し
ま
し
た
が
、
若
い
世
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な

ダ
ン
ス
は
魅
力
的
で
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。
総
合
芸
術
展
で
は
、
様
々
な
分
野
の
作

品
が
展
示
さ
れ
、
作
品
を
見
な
が
ら
意
見
を
交
わ
す
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
芸
能
発
表
会
で

は
、
幅
広
い
年
代
の
方
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
伝
統
を
感
じ
な
が
ら
も
新
し
い
風
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
一
日
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
子
ど
も
芸
術
展
で
は
、
見
て
い
る
だ
け
で
笑
顔
に
な
る
よ
う
な
絵
画
や
、
渾
身
の
書

道
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
映
し
て
い
る
様
で
し
た
。

　

文
化
活
動
と
は
、
単
に
作
品
や
技
術
を
磨
く
だ
け
で
は
な
く
、
集
い
、
語
り
合
い
、
互
い

の
感
性
を
刺
激
し
あ
う
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
温
か
な
交
流
の
場
が

更
に
発
展
で
き
る
よ
う
、
環
境
づ
く
り
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

五
十
年
も
変
わ
ら
ず
に
活
動
で
き
た

の
も
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
お

か
げ
で
す
。最
後
に
な
り
ま
す
が
、今
後

も
文
化
を
軸
に
人
々
を
つ
な
ぎ
、
地
域

の
絆
を
深
め
る
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。
そ
の
実
現
の
た
め
、
会
員
の
皆
さ

ま
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
皆
さ
ま
・
関

係
機
関
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
協
力

を
賜
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

第63号

編集・発行

玉村町文化協会

会　長

橫 堀　德 壽

事　務　局

玉村町福島325
玉村町公民館

TEL 0270（65）2354

令
和
七
年
度

文
化
協
会
本
部
役
員

︹
役
職
︺　　

︹
名　

前
︺

会　

長　

横　

堀　

德　

壽

副
会
長　

奥　

野　

吉　

人

副
会
長　

剣　

持　

修　

身

副
会
長　

筑　

井　

あ
け
み

副
会
長　

髙　

田　

喜
美
枝

書　

記　

黛　
　
　

多
恵
子

会　

計　

山　

口　

直　

子

理　

事　

板　

井　

茂　

彦

︵
十
一
月
ま
で
︶

理　

事　

岡　

田　
　
　

実

︵
十
二
月
か
ら
︶

理　

事　

南　

雲　

真
理
子

理　

事　

天　

田　

富
美
子

理　

事　

星　

野　

敏　

子

理　

事　

髙　

井　

壽　

郎

監　

事　

新　

井　

賢　

次

監　

事　

筑　

井　

信　

子

顧　

問　

五
十
嵐　

三
枝
子

令
和
七
年
度
の
文
化
活
動

会
　
長

横
　
堀
　
德
　
壽

平成19年  総合芸術展平成19年  総合芸術展

玉村町文化協会50周年記念誌



文　化　だ　よ　り （2）

　

玉
村
町
文
化
協
会
が
創
立
五
十
周
年
と
い
う

大
き
な
節
目
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
心
よ

り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
半
世
紀
に
わ
た
り
、

本
町
の
文
化
・
芸
術
の
振
興
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い

ま
し
た
歴
代
役
員
の
皆
様
、
そ
し
て
関
係
者
の
皆

様
の
熱
意
と
た
ゆ
ま
ぬ
歩
み
に
、深
い
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

昭
和
、
平
成
、
令
和
と
時
代
が
移
ろ
う
中
で
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
き

た
芸
術
展
や
芸
能
発
表
会
な
ど
の
活
動
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
彩
り

を
添
え
る
と
と
も
に
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
育
み
、
心
豊
か
な
地

域
づ
く
り
を
支
え
る
大
切
な
存
在
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
近
年
は
デ
ジ

タ
ル
化
の
進
展
や
価
値
観
の
多
様
化
に
よ
り
、
社
会
や
生
活
の
様
子
が

大
き
く
変
わ
り
続
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
優
れ
た
文
化
や
芸
術
に
触

れ
た
と
き
の
感
動
や
、
自
ら
創
り
上
げ
る
喜
び
と
い
っ
た
体
験
の
尊
さ

は
、
い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
変
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し

ろ
変
化
の
激
し
い
今
だ
か
ら
こ
そ
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
り
、
私
た

ち
の
歩
み
を
支
え
る
「
文
化
の
力
」
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

私
た
ち
も
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
豊
か
な
文
化
に
親

し
み
、
そ
の
中
で
感
性
を
育
み
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
を
深
め
ら
れ
る

よ
う
、
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
文
化
協
会
の
皆
様
が
こ

れ
ま
で
培
っ
て
こ
ら
れ
た
貴
重
な
経
験
や
知
恵
を
、
ぜ
ひ
こ
れ
か
ら
も

次
の
世
代
へ
と
受
け
継
い
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

結
び
に
、
こ
の
五
十
周
年
が
新
た
な
一
歩
の
始
ま
り
と
な
り
、
協
会

が
さ
ら
に
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。
今

後
も
町
の
文
化
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
町
民
の
皆
様
が
思
い
を
形
に
す

る
場
と
し
て
、
ま
す
ま
す
充
実
さ
れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
、
お
祝
い
の

言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

玉
村
町
文
化
協
会
五
十
周
年
に
寄
せ
て

玉
村
町
教
育
委
員
会
教
育
長
　
鈴
　
木
　
寛
　
史

開催：令和７年７月２６日（土）　ふるさとまつり内（玉村小学校校庭にて）
協力：文化協会有志の会、TONN DANCE SCHOOL

　　　　盆踊り★BON ダンス～今年度の活動～
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【芸術部門】 【芸能部門】

部門 団体名 会員数 部門 団体名 会員数

絵画

玉村町油絵愛好会 7 民舞踊 毬美会ちどり 4

キャンバスの会 9 倭愛好会 8

絵手紙サークル一歩の会 11 五月会 3

手芸

ログキャビン（パッチワ－ク愛好会） 14 ばらの会 7

手芸クラブ　ハナミズキの会 9 ザ・たまい 11

ペイント教室POP HOUSE 9 安来節愛好会 8

ドール・Ｍ 22 水仙の会 6

書道

ペン習字愛好会 5 文化協会有志の会 9

ときめき書道教室 14 毬美会松美会 3

実用書道教室 8 郷土芸能 横樽音頭保存会 17

板井書道会 9 謡曲 玉村町能楽会 3

俳句 にしきの俳句会 9 詩吟 岳心流　温優岳心会寿教室 6

写真 玉村町文化協会写真部 8 フォークダンス 玉村町フォークダンスひまわり会 8

工芸 マリアカラス 8
フラダンス

フラスタジオ　ケアオナニ　ティアレ玉村 10

フラ＆タヒチ　プメハナ　メ　ケ　アロハ 35

芸術合計 14団体 142 社交ダンス アミーゴ・社交ダンス 7

手話ダンス 手話ダンスサークル 7

大正琴 秀美会 15

三味線 いずみ会 5

三味線、
篠笛、尺八 佃流一生会 17

芸能合計 20団体 189

合 計 34団体 331

令和７年度　玉村町文化協会加入団体

　玉村町文化協会は、玉村町の文化・芸術の向上・発展のために活動をしている団体で、町の
補助金と会費で運営しています。芸術・芸能などの活動をなさっている団体の方々、文化活動
へ貢献を行いませんか？お待ちしております。
　また、文化協会への加入や、各サークルへの入会希望については下記まで問合せください。

加 入 方 法：３名以上で組織する団体で代表者が町内在住。年度会費（500円×会員数）の納入
問　合　先：玉村町文化センター内　  生涯学習課公民館係　　TEL 0270-65-2354

～　玉村町文化協会に加入しませんか（募集）　～

※会員数は重複加入を含む

多くの団体では会員を募集しています！見学、体験等
お気軽にお問合せください。
問合先：生涯学習課　公民館係（下記まで）

平成17年  芸能発表会平成17年  芸能発表会
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総　合　芸　術　展
開催：令和７年10月24日（金）～26日（日）までの３日間　小ホール等
参加：町内の文化団体、一般の方、町内の幼児・児童・生徒の皆さんがご参加

ポスターデザイン：県立女子大学生
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芸　能　発　表　会
開催：令和７年11月23日（日）　大ホールにて　
参加：20団体（特別ゲスト：藤岡ダルク 藤岡琉球太鼓）

ポスターデザイン：県立女子大学生
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サークル紹介①　～文化協会に加盟しているサークルを紹介します～

キャンバスの会　　　　　　　　　活動：文化センター　毎週金　19:30～21:00

　私たちの油絵絵画サークルは、初心者から経験者までい
てアットホームな雰囲気で楽しく油絵を描いています。講
師の先生による丁寧な指導もあり、各人の好きなテーマ、
風景、静物、人物など自由に描いています。絵を通して新
しい自分を発見し、自己表現する楽しさを一緒に味わいま
せんか、どんな絵のスタイルでも自由です。共に楽しみま
せんか、初心者大歓迎です。

絵手紙サークル一歩の会　　　活動：文化センター　第1水・第3土　9:00～12:00

　絵手紙とは、はがきに絵を描き文字を書いて真心を込め
て贈る「てがみ」のことです。花や野菜など身近にあるも
のを描き短い言葉を添えます。絵手紙の合言葉は「ヘタで
いい、ヘタがいい」です。上手でなくていいのです。自分
の思いを自由に一枚のはがきに描いてみませんか。町内の
小学校のボランティア地域活動にも参加し楽しく学んでお
ります。只今会員募集中です。お待ちしております。

ログキャビン（パッチワーク愛好会）活動：勤労者センター　第1・3木　9:30～11:30

　パッチワークは、色や柄、形が異なる小さな布の断片
（パッチ）を縫い合わせて作り出す手芸の技法です。
　パッチワークの魅力は、自由な発想で布を組み合わせ世
界に一つだけのオリジナル作品ができることです。
　先生の指導のもと会話をしながら手作りを楽しんでいま
す。

ときめき書道教室　　　　　　　活動：文化センター　第1・3木　13:00～16:00

　平成26年（2014年）の社会教育講座に参加した仲間と共
にスタートしました。現在13名の会員が、羽鳥小慧先生の
指導の下、個々の課題に向けてよりよい書を求めて頑張っ
ています。また、町の芸術祭や県教育書道展、全国の公募
展にも出品しています。さらに、小学生の書き初め指導の
ボランティアもしています。
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サークル紹介②　～文化協会に加盟しているサークルを紹介します～

実用書道教室　　　　　　　　　活動：文化センター　第1・3金　14:00～16:00

　平成27年7月の発足以来、今日に至っています。
　基礎から学び、練習を重ねながら自分の好きな書が書け
るようになります。作品展に出品できるようになり、また
日々の生活にとり入れ、個性を生かしながら会員の親睦を
深め楽しく練習をしています。
　現在会員募集中です。見学、ご参加をお待ちしておりま
す。

にしきの俳句会　　　　　　　　活動：文化センター　第1・3火　13:00～15:00

　「蟇控力士のごと居りぬ」
　句会当初の講師若月先生の句です。当会は平成10年に創
立し、23年には300回記念誌を発行しました。定例句会は
月2回、会員の発表句をお互いに講評し合い、真摯に時に
は雑談ありと、和気あいあいの句会です。「席題」や「吟行」
にも挑戦したいと思います。一緒に五七五の短いエッセイ
を楽しんでみませんか？

玉村町文化協会写真部　　　　　　　活動：勤労者センター　第２火　19:00～21:00

　私たちは会員相互の親交を深めながら、楽しく写真を学
んでいます。毎月の定例会では情報交換等を行っています
がTVでアサギマダラの紹介があった話が出たら即決で赤
城自然公園に撮影に行く事になりました。後日その時撮影
した写真を紹介し合っています。また作品の発表の場とし
て、総合芸術展の他に写真展も開催していますが、今回14回
目を迎えることができました。一度遊びに来てみませんか？
　写真が好きな方ならばどなたでも大歓迎です。

マリアカラス　　　　　　　　　　活動：文化センター　第１水　13:30～15:30

　ソープカービングは石鹸の香りにつつまれながら専用の
ナイフで作品を掘ります。毎月季節に応じたバラ、アネモ
ネ、椿、カーネーション又正月飾り等、驚きの作品ができ
ます。メンバー和気あいあいと楽しく活動しています。先
生のわかりやすい指導のもと素晴らしい作品を作る事がで
きます。
　体験活動もできます、気軽にお越し下さい。
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サークル紹介③　～文化協会に加盟しているサークルを紹介します～

安来節愛好会　　　　　　　　　活動：勤労者センター　第1・3水　9:00～11:30

　玉村町文化協会50周年おめでとうございます。
　安来節愛好会は2011年に誕生しました。毎月第一水曜日、
第三水曜日の午前9時から11時30分まで月2回、勤労者セン
ターで楽しみながら汗をかいています。
　芸能発表会、介護施設の訪問等々活動しています。
　皆さん一緒に踊りましょう。
　問合せ先（玉村町文化協会0270-65-2354）

岳心流 温優岳心会寿教室　　　　　活動：文化センター　毎週水　10:00～12:00

　平成12年に発足した詩吟の教室です。
　先生のご指導の下、漢詩、新体詩、和歌、俳句などを吟
じています。又、歌謡曲と詩吟を組み合わせた「歌謡吟詠」
も楽しみの１つとなっています。声を出すことは健康維持
にも良いように思います。
　会員募集中です‼　お気軽に見学下さい。

フラスタジオ ケアオナニ ティアレ玉村　　活動：文化センター　毎週火　9:30～12:00

　50周年おめでとうございます。これからも益々の御発展
をお祈り申し上げます。ティアレ玉村は2004年文化セン
ターのフラダンス講座が始まりで、20年が過ぎました。講
師は前橋の村田育代先生です。全日本フラ協会理事でハワ
イのクムフラの指導を受け県内外で指導しております。フ
ラは身体全体を動かし緩やかに楽しく笑顔で踊ります。町
内のイベントにも参加しています。皆様も私達と一緒に楽
しい時間を過ごしませんか。

アミーゴ・社交ダンス　活動：文化センター　毎週水13:30～15:30

　あるテレビ番組で運動学専門の教授が、年配者は社交ダンスカラオケ太極
拳などの経験が良いと説明してました。話し相手、仲間がいる事、覚える、
考えるなどのメリットがあるそうです。私達のサークルではこの様な事をい
つも考えながら皆で楽しく練習しています。ステップをふむと、身体が軽く
なり時にはメロディーを口ずさみながらくり返し動いています。10ダンスと
リズムも変わりより楽しいです。
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サークル紹介④　～文化協会に加盟しているサークルを紹介します～

手話ダンスサークル　　　　活動：JAたまむら支店2階　月2回木　13:30～15:30

　手話ダンスは好きな歌や曲に合わせ手話を付けて踊りま
す。そして歌詞の意味を読み取って情景を思い浮かべなが
ら踊るのも楽しみです。動きも静かなので、手足のリハビ
リにもよく、仲間との会話もうれしいです。一度練習の様
子をご覧下さい。会員全員でお待ちしています。

秀美会　　　　　　　　　　活動：勤労者センター他

　昭和58年に大正琴愛好会として始まりました。秀美会を
発足、演奏活動して20年になります。主に町内の公民館を
利用してグループを作り、発表会、夏祭り、施設訪問等仲
間との絆を大切に楽しんでいます。大正琴は（数字譜）で
音色の響きに世代を超えて楽しめる楽器です。懐かしい曲、
童謡、唱歌と幅ひろい曲を演奏しています。
これからも人とのつながりを大切に活動してまいります。

子　ど　も　芸　術　展

開催：令和８年２月６日（金）～８日（日）の３日間　小ホール等
主催：玉村町文化協会
参加：町内の幼稚園・保育園・小中学校・県立女子大学
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お 知 ら せ このたび下記の会員の方々が栄誉を受けました。
　　　ここに紹介し、お祝い申し上げます（敬称略）。

〇書道　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇油絵
　第七十八回群馬県教育書道展　ぐんま女流書道協会賞　堤　　玉恵　　第七十六回群馬県美術展覧会　入選　新井　賢次
　第五十七回現代書作家展　　　　　　　　　鷲毛堂賞　楯　　秀翠　　　　　　　　　　　　　　　　入選　新井　通子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入選　小林　秀華　　　　　　　　　　　　　　　　入選　金井　夏美
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佳作　長井　康邨　　　　　　　　　　　　　　　　入選　滝上　沼一
　第十四回佐久全国臨書展　　　　　　　　　教育長賞　横堀　佳泉　　　　　　　　　　　　　　　　入選　福田三枝子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秀作　奥野　奏堂　　　　　　　　　　　　　　　　入選　横堀　德壽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秀作　髙橋　龍翠　　
〇写真　　　　　　　第五十三回上毛写真コンテスト　　入賞　富田　三枝子
　　　　　　　　　　芸術紀行Vol.7　　　　　　　　 　　掲載　湯川　弘一
〇刻字　　　　　　　第50回群馬県刻字展　　　　　委嘱大賞　小林　秀行
〇タヒチアンダンス　’Ori tahiti solo Japan cupSpring GP2025　　　　　　　　　　２位受賞　櫻井　波華
　　　　　　　　　　14th Ori Tahiti Competition Japan 2025 Vahine Nehenehe　 ３位入賞　久保　妙子

文化協会の歩み（町民文化祭等）			 
・芸能発表会　　　　昭和51年～平成４年　　中央公民館で開催（平成２年は15周年記念大会）
　　　　　　　　　　平成５年～　　　　　　文化センターで開催			 
・総合芸術展　　　　昭和52年～平成５年　　中央公民館、勤労者センターで開催		
　　　　　　　　　　平成６年～　　　　　　文化センターで開催			 
・子ども芸術展　　　～平成24年　　　　　　第20回「玉村町小・中学生書き初め展」
　　　　　　　　　　平成25年～　　　　　　第１回　「玉村町子ども芸術展」を開催
・記念誌、記念式典　平成３年　　　　　　　文化協会創立15周年記念誌「15年の歩み」発刊
　　　　　　　　　　平成17年　　　　　　　文化協会創立30周年記念式典、音楽祭を開催
　　　　　　　　　　平成28年　　　　　　　文化協会創立40周年記念誌を発刊	

（旧 中央公民館）


